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１．無花粉スギを用いたDNAマーカーの開発の
　取組

　林木育種センターでは、社会的に大きな問題に

なっている花粉症対策として、無花粉スギ品種の

「爽春」を開発し、平成20年３月に品種登録を行い

ました。同時に、より迅速で、省コストな品種開発

を実現するためにDNAマーカー支援選抜を目指

した取り組みを行なってきました。具体的には、

「爽春」を種子親とし、F2世代まで苗木を育成し、

それらで得られる花粉の形質（花粉の有無）および

約7万個のDNAマーカーの遺伝子型を調査しまし

た。この研究により、無花粉形質と強く関連する

DNAマーカーを明らかにすることができました。

（No.25 「爽春」の無花粉遺伝子を高い精度で判定

できるDNAマーカーの開発 参照）。また、さらに

分析を進めた結果、このマーカーは無花粉遺伝子

を潜在的に保有するヘテロ個体も識別できること

が分かりました。

２．無花粉遺伝子を潜在的に保有するヘテロ
　個体を識別できるマーカーの利用

　開発したマーカーを用いて無花粉遺伝子を潜在

的に保有するヘテロ個体を識別できることは、品

種開発を進める上で大きな利点となります。例え

ば、「爽春」や「林育不稔1号」（平成28年度開発）「同

2号」（平成29年度開発）と成長が優れたヘテロ個

体と交配した場合（図、左）、50%の確率で無花粉個

体が得られ、残り50%はヘテロ個体となりますが、

マーカーを活用することで、苗木が1年目の段階

で無花粉個体か、ヘテロ個体かを識別できます。ま

た、ヘテロ個体同士を交配させた場合(図、右）、

25%の確率で無花粉個体が得られ、50%はヘテロ

個体となります。これまでは、通常の個体（AA）と

ヘテロ個体（Aa）を識別することができませんで

したが、開発したマーカーを活用することで、ヘテ

ロ個体についても迅速に識別できます。交配で得

られたヘテロ個体は、次世代の成長が優れた無花

粉品種開発のための交配親として活用することが

できます。

　このように、無花粉品種の開発に向けた交配を

行う度に、一定の割合で無花粉形質を持った個体

が得られますが、開発したマーカーを交配で得ら

れたF1個体等に適用することにより、無花粉個体

やヘテロ個体を迅速かつ正確に識別することがで

きます。このことにより、マーカー支援選抜の事業

化が可能になりました。このような実用的なマー

カーは林木では先駆的な成果です。このマーカー

の活用により、品種開発に要する世代交代の縮減

短縮や交配で得られた個体の無花粉やヘテロの判

別に要する時間の短縮を可能にします。

３．これからのマーカー利用の目指すところ

　開発したマーカーを用いて、関東育種基本区の

精英樹等の約1,000クローンを調査したところ、

ヘテロ型を示すものが7クローン見つかりまし

た。精英樹は、成長や材質に優れていますので、こ

れらを活用することができれば、成長や材質に優

れた多様な無花粉品種の開発の効率化につながり

ます。現在、マーカーで選ばれたクローンの人工交

配による検証を進めています。今後は、無花粉遺伝

子をヘテロで有するクローンの公表を進めると共

に、関東以外の育種基本区においても同様の調査

を進め、成長や材質に優れた無花粉品種開発のた

めの「ヘテロリソース」の構築を進めます。

（育種部　育種第一課　三嶋　賢太郎）

１．はじめに

　森林総合研究所ほか22機関は平成30年度よ

り、農林水産技術会議戦略的プロジェクト研究推

進事業≪現場ニーズ対応型研究≫「成長に優れた

苗木を活用した施業モデルの開発」を受託しまし

た。このプロジェクトは、成長の早いエリートツ

リー等における育苗から収穫までの低コスト・省

力的な施業モデルを構築することを目標として

おり、林野庁が平成29年3月に策定した「森林・林

業・木材産業分野の技術開発戦略」における、再造

林等による適切な更新の確保のための研究・技術

開発に位置づけられるものです。

２．取り組み内容

　本プロジェクトでは、育苗、初期保育および収

穫の３つのステージについて、それぞれ以下のと

おり研究を行う計画です。

　課題１．成長に優れた苗木の育苗技術の高度化

　成長の早いスギ等の育苗技術開発およびグル

タチオン（注１）施用技術の開発に取り組み、植栽

当年から優れた樹高成長をする苗木の生産技術

を確立する。

　課題２．低コスト初期保育技術の開発

　ICT（注２）を用いた品種・樹種選択のための立

地指標の提示、最適な植栽密度・下刈り回数の提

示およびシカ被害に適応した下刈り方法・品種の

選択技術開発に取り組み、エリートツリーなど成

長に優れた苗木を使った施業における系統（品

種）選択、植栽密度、下刈り回数、シカ等の被害対

策を考慮した初期保育モデルを提示する。

　課題３．成長に優れた苗木による施業モデルの

構築

　育林施業方法が木材の価値に及ぼす影響の解

明および施業モデル構築のための評価支援ツー

ルの開発と普及に取り組み、システム収穫表や収

穫予測ソフトを、成長に優れた苗木に対応できる

よう改良する。また、上記すべての取り組みを総

合して、施業モデルの評価を支援する収支予測

ツールの開発を行う。

　林木育種センターでは、これまでの林木育種事

業及び研究開発の成果を活用して、育林分野、木

材分野、経営分野と連携しながらそれぞれの課題

に参画し、エリートツリーの施業体系の開発に取

り組んでいきます。

（育種部　育種第二課　山野邉　太郎）

注釈

１．グルタチオン

　3つのアミノ酸（グルタミン酸、システイン、グ

リシン）から成る抗酸化物質で、近年、動植物を通

じてその機能に注目が集まっています。植物にお

いては、植物体外からあたえることで、光合成に

よる植物のCO2固定能力を大幅に向上させる事

例が報告されています。本プロジェクトでは、林

木育種事業の成果である成長の早いスギ等への

グルタチオン施用について技術開発を行ってい

きます。

２．ICT

「Information and Communication Technology

（情報通信技術）」の略で、通信技術を活用したコ

ミュニケーションを指します。本プロジェクトで

は、使用する樹種や品種の選択を補助できる指標

を提示するために、様々なICT技術を活用してい

きます。

成長の優れた無花粉スギ品種の早期開発のための

マーカー支援選抜（MAS）の事業化

農林水産技術会議戦略的プロジェクト研究推進事業

「成長に優れた苗木を活用した施業モデルの開発」について

図　ヘテロ個体を用いた品種開発の例
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